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る｡(<25 1> 等は,Fisherと selke
によって導入された長周期構造の表示
法12)である｡)一方,図1(b)は21.9
℃でアニールして作成した試料からの
ものでM-1.89を持ちJFPが見られ
る｡図 1の両方の顕微鏡写真において,
幾分太い線は〟-1の ドメインの位置
図11 Ag-24at%Mg合金の暗視野像.(a)384℃で
7日間アニールした場合｡<25 1>構造が見られ
る｡(b)219℃ で39日間アニールした場合oJFP
が見られる｡
に相当し,整合欠陥の線を示す｡219
℃でアニールした24at%Mg 合金試料において,JFPが沢山見られることは,219℃より
も幾分高い温度で,JFPの動き,即ち整合化過程の動的振舞いを観察出来る可能性があること
を示す｡そこで,合金の長周期構造における整合化過程の動的振舞いを直接確認するために,
透過電子顕微鏡を用いてその場観察を行った｡
その場観察は,日本電子株式会社製の透過型電子顕微鏡2000EX中に,2軸傾斜型 の∴試料
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｢パターン形成,その運動と統計｣
加熱ホルダーをサイ ド
エントリ･ゴニオメー
タと共に取 り付けるこ
とにより行った｡観察
を行った温度は325℃
であった｡すなわち,
試料を加熱装置にセッ
トし,温度が約 325℃
に安定化すると同時に
JFPの動きを追って
一連 (全部で17枚)の
写真を撮影した｡これ
らの写真は,30秒から
2分の間隔で撮影され,
各々の写真の露出時間は,
図2. Ag･-24at%Mg合金を219℃ で39日間アニールした
試料の場合には整合化過程が観察される｡同じ試料を325℃に
加熱し,整合化過程の動きをその場観察した電子顕微鏡写真｡
連続して撮影した17枚の写真の中の4枚のみを示す｡
5-10秒であった｡ 図2は,これら17枚の写真中の4枚である｡
これらの顕微鏡写真は,電子ビームを(001)面に垂直に入射させ,分裂した110超格子回
折斑点によって得た暗視野像である.これらの写真には沢山の JFPの動きが撮影されている｡
しかしながら,矢印で示した2つの異なるタイプの JFPの大きさあるいは形の変化に特に注
目して戴き度い｡1つのタイプは楕円形のループであり,もう1つのタイプは,整合欠陥が一
部寄 り集まりくっついて JFPが出来始めているものである｡時間が経過するにつれ,楕円型
のループは縮み消えるのが,また他方においては,もう1つの型のものが次第に2つの逆向き
の JFPに分離していくのが明瞭に見られる｡また,これらの他にドメインあるいは粒の境界
で最終的に消えていくJFPが見られる｡それ故,これらの過程は,整合化過程がJFPの
どのような動きによって生じるのかを示すものである｡ JFPが消えていった後には,母相
(下地 )である〟-2の整合構造が残る｡観察を終えた後の試料から得られた〟の平均値は
1.97であった｡
本実険は,物質を問わず,整合化過程をその場観察した最初のものである｡また,本観察は,
<2ノ1>型の構造は物理的には,周期的な整合欠陥構造として記述した方がより自然である
ことを支持するものである｡
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